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1. はじめに 

近年、バルセロナのSuperblock Project、杭州のCity Brain、

トヨタのWoven Cityなどのスマートシティが現実化し、自

動運転や MaaSの実用化研究も急速に進んでいる。本研究

の目的は、人とのコミュニケーション機能を外装に備え

たモビリティを開発することにより、「移動」を通じて

人々に安心感や幸せ感を与える未来社会を実現すること

である[1] 。ここでは、モビリティのモックアップ上に、

前報のオンライン調査で絞り込んだコンテンツを表示さ

せ、モビリティの実在感や走行実感の中での視覚表示効

果を調べるために、走行を模した評価実験を実施する。 

2. 実験方法 

共同研究先のメーカが製作したモックアップ

（W1200mm×D210mm×H1080mm）（図1左）は、前面に

高輝度 LED ディスプレイが埋め込まれている。これを自

動運転モビリティのフロントに見立て、前報に基づいて

選んだコンテンツ（図 1右）を表示する。仮想的な交通シ

ーン（例えば、走行中のモビリティが通行人に気づいて

停止し道を譲るなど）を設定し、実際にモックアップを 3

〜4m 走らせながら、表示コンテンツを順に変遷させた

（図 2）。また、点滅表示やアニメーション表示の効果も

検討した。被験者は、初めに 2040 年のスマートシティを

イメージする動画を視聴し、自動運転モビリティや交通

シーンの説明を受ける。その後、提示される表示コンテ

ンツに対し、『伝わりやすさ』（伝達性）と『親しみや

すさ』（受容性）の両面を、評定尺度法（5 段階）により

評価した。運転経験のある人を中心に、合計 61 名に実験

に参加していただいた。所要時間は約20分であった。 

3. 実験結果 

まず、伝達性と受容性について総合的な支持を得た表

示コンテンツは、4種類の表示グループ（図 1右）中では

「目＋ピクト」で、PC やスマホ上で評価したオンライン

調査よりもモックアップ実験の評価の方が大幅に支持が

向上した（図 3）。一方「目のみ」の評価は下がるなど、

モビリティの実在感や走行実感の下で異なる結果が得ら

れた。次に、モビリティが人に道を譲るシーンに対する

『伝わりやすさ』はピクトを含む方が高いが、ピクトの

種類にも依存することがわかり、また、目の表現を付加

することによってどちらも評価が高くなる傾向が確認で

きた（図 4左）。『親しみやすさ』は女性の方が目を付加

する効果が高いなどの性差も認められた（図 4右）。なお、

進行方向を示すアニメ表現は効果的であったが、交通環

境下での色彩、点滅、アニメを活用した視覚表示は、法

規制を確認しながら慎重に行う必要がある。 

4. まとめ 

モックアップ実験では、ピクトだけよりも「目＋ピク

ト」の方が『親しみやすさ』に加え『伝わりやすさ』を

高める効果がみられた。引き続き、無人モビリティの社

会受容を高め、安心な街に繋がる技術を開発する。 
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図1 モックアップと4種類の表示グループ（一例） 

図 2 交通シーンでの表示遷移（一例） 

（走行中） 「見えています」 
「気づいたよ」 

「止まります」 
「減速します」 

「渡っていいよ」 
「お先にどうぞ」 

図 3 表示グループ別の「適切な表現」得票率 

オンライン調査結果 モックアップ実験結果 

図 4「伝わりやすさ」「親しみやすさ」評価結果（一例） 

「伝わりやすさ」評価値 「親しみやすさ」評価値 
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